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資
本
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ヨ
巴
-

e

p
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叫

を

前
提
と

す

る

技
術
進
歩

を

含
む
マ

ク
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の

新
古
典
派
成
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モ

デ
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は
､

技
術
進
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あ
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均
衡
成
長
径
路
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近

す
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と
い
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は
よ
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知
ら

れ
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い
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ほ
､

は
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し
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ど
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ら
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の

時
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ろ
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す
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わ
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､

均
衡
資
本
係
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衡
利
潤
率
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構
成
す
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政

策
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う
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パ
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ー
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蓄
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古
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衡
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近
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ど
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と
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実
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デ
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度
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藤
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検
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(
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∂
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す
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叶
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(
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す
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得
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又
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す
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す
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(
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=

剖

(

N
.

N

-

)

(

N
.

N

N
)

方
程
式
が

成
立

す
る
｡

㍉
＋
(

七

＋
屯

)

㍉
=
㌧
ゝ
ト
㌔
･

さ
(

言
､

号

〒
三

豊

モ
､

(

N

-
N

∞
)

の

解
は

其
い

帥
代
脈

餉

鞍
重

量
(

N

N

O O
)

(

N
.

山
)

(

N
●

-

β
(

N
◆

N

O
)

(

N
.

N

こ
(

N
●

N

N

)

で
一

つ

の

体
系
が

構
成
さ

れ
る
｡

(

N

+

3
(

N
.

N

O
)

(
N
.

N

N

)

を
と

に

関
し

て

数
分
す
る

と
､

＋
q
町
･

〔

T
{

こ
(

号
ん

三
〕

ー

叫

〓
引
}

(

N

N
＼C 〉

)

㍉
h訓
=

】
(

‡

ぞ
沖

洲
=
(

ミ
ミ
品
＋
(

丁

品

き

さ

5

曽

か

5

(

N
●

N

山

)

(

N
.

望
)

(

N
.

N

小

)

と

な

る
｡

J

の

均
衡
値
は
､

㌢

｢

(

-

-
R
)

ゎ
､

ゝ
ト
㌔
.

｡
､

が

成
立

す
る
｡

(

N
･

い

)

(

N
･

N

-

)

(

N
.

N

い
)

(

N
･

望
)

(

N
･

N

h
)

よ

り

り
に

関
す
る

次
の

微

分
方

程
式
を

得
る
｡

で

与

え
ら

れ

る
｡

か

く
て

y

と
■J
の

成
長
率
は

長
期
成
長
率

苛
羊
輔
鵬

に

収
束
す
る
｡

今
や

(

N
.

N

叫
)

は
､

次
の

様
に

表
わ

す
こ

と

が

で

き

る
｡

(

N
●

旨
)
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曽

=

モ
＋
(

曽
-

モ
)

内

去
･

き
(

中

三
十

三

恥
は

り
の

初
期
値
で

あ
る
｡

仇
､

‖

悼
〓
憎

モ
ー
曽

q
､

=
(

-

-
熊
､

)

(

q
★

＋
む

＋

も

と

定
.め
る

と
､

-

号
)

=

1

叱
各
と
)

(

N
■

㌍
)

(

N
.

い

N

)

(

N
･

い

℃

(

N
･

い

占

六

ユ
=
丁

期
に

新
ら

し

く

建
設
さ

れ

た

資
本
へ

配
置
さ

れ
た

労
働
量

と

記
号
を

定
め

る

と
､

以
上

の

諸
仮
定
の

も

と

で

は
､

次
式
が

成
立

す

る
｡

を

得
る
｡

以

上
は
､

両
佐
藤

氏
の

議
論
を

相
互
に

比

較
し

や

す
い

よ

う
に

再
構
成

す
る
か
､

又
は

論
点
を

お

ぎ

な
い

な
が

ら

述
べ

た

も
の

で

あ

る
｡

三

ヨ

ハ

ン

■セ
ン

･

モ

デ
ル

A

次
に

我
々

の

主
題
で

あ

る

甘
F
a

㌃
e

ヱ
い
〕

の

モ

デ
ル

に

於
け

る

調
整

速

度
の

問
題
を

検
討
し
ょ

う
｡

本
節
で

は
､

資
本
は

無
限
の

耐
久
年
限

せ

持
つ

と

す
る
｡

ヨ

ハ

ン

セ

ン

･

モ

デ
ル

に

於
て

は

労
働
と

資
本
ほ

事
前
的
に

は

代
替
可
能
で

あ

る

が
､

事
後
的
に

は
､

代
替

不
可
能
で

あ

る

と

仮
定
さ

れ

る
｡

又

技
術
進
歩

は

e

m
b
O

已
e

P

t

e

O

F

2 .
〇

巴

唱
O

g
r

e

∽
∽

の

み

を

考
慮
す
る
｡

只
叶

)

=
と

期
に

於
け
る

稔
産
出
量

内
(
叶

)

=
と

期
に

お

け

る

総
資
本
ス

ト
ッ

ク

只
叶

)

=
亡

期
に

於
け
る

総
労
働
量

叉
ユ
=
丁

期
に

於
け

る

投
資

叉
ユ
､
=
丁

期
の

産
出
量
増
分

月

号
卜
主
計

墨
‖

ト
葺
瓦
叫

墨
‖

ト

享
叫

H

事
前
的
代
替
可
能
性
を

示

す
も
の

と

し
て

は
､

(
い
ー

ー
)

(
い
･

N
)

(
山
.

い
)

コ

ブ
･

ダ

グ

ラ

ス

生

産

関
数
を

採
用
す
る
｡

璧

=
ゝ
首
雪
雪
印

又

貯
蓄
仮
設
に

つ

い

て

は
､

(

N
･

N

)

と

同
様
な
も
の
､

+

ズ
叶

)

=

ユ
､

(

〇

を

仮
定
す

る
｡

労
働
は

指
数
的
に

成
長
す
る

も
の

と

す
る
｡

ト
(

〇

=
ト
○

篭
"

b
n

8

-1

勺l

こ

れ
は
､

資
本
係
数
の

定
義
式
で

あ

る
｡

以

上
で
一

つ

の

体

系
が

成
立

し
た
｡

(

レ
.

-

)

(
山
.

N
)

(
山
一

レ

)

を
亡

に

つ

い

て

微
分
す
る

と
､

只
叶

)

=

果
汁

)

丸
(

へ

)

⊆1

叉
〇

(

山
･

阜

)

す
な

わ

ち
､

(

山
.

h

)

(
い
･

か
)

(

い
.

〇

(

い
.

∽

)

(
い
.

¢
)

卓79
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ト
(
叶

)

=
～

否
)

=
訂
ミ
ミ

(

㌻

=
さ

ト
○

)

を

得
る
｡

(
レ

+
○

)

(

レ
･

e
(

い
･

h

)

(

山
･

∞

)

(

山

+
○
)

よ

り

月
叶

)

に

つ

い

て
の

微
分
方
程

式

只
叶

)

=
〔

ゝ

ミ
3
言
言

)

ぢ
(

宅

(

山

L
-
)

が

成
立
す
る
｡

の

微
分
方
程
式
を

得
る
｡

苛
(

§
＋

喜
＋

監
叶

㌔
Q

(

ポ
は
)
h

甲

ゼ

(

レ
･

-

J

の

解
ほ

4 ∂0

崖
-

サ

こ

の

解
ほ
､

只

Å
(

絹
)

喜
)

且
訃

で

あ

る

か

ら
､

吋
バ
叶

)

の

均
衡
値
は
､

ユ
泊
硝
ほ
〕

寸

噂

と

な

る
｡

(

い
.

-

N
)

(
山

-

-

い
)

故
に

月
叶

)

の

成
長
率
は
､

次
式
で

示

さ

れ
る

長
期
成
長
率
に

収
束
す

る

こ

と

が

わ
か

る
｡

苛
パ

鵬

(

い
･

ヱ

を
と

に

つ

い

て

対
数
微
分
す
る

と
､

計

洋
学
十

ギ
･
七

哩

と

な

る
｡

(

い
･

u

)

の

両
辺

を
と

に

つ

い

て

微
分
す
る

と

次
式
を

得
る
｡

計

=
払

吋

=

遥

(
い

+

土

(

い

+
h

)

(

山
.

-

か

)

(

い
･

ヰ

)

(

山
･

-

○
)

(

山

+
い
)

(

山
●

-

e

を

用
い

る

と
､

y

に

つ

い

七
の

次

P

声

＋
七

〕

で

あ

る
｡

従
っ

て

ダ

の

均
衡
値
は
､

(

e
←

＋
七
)
○

(

山

+

○

叫

㍍(

レ

L
00
)

〔

㌣
-

β

と

な
る
｡

(

山
･

加
)

を

考
慮
す
る
と
､

(

山
･

-

β

を

積
分
し
て

も

(

山
●

こ
)

を

求
め

得
る
こ

と

が

わ

か

る
｡

(

山
･

-

レ
)

と

(

い

+

β

よ

り

ミ

白

き

＋
七

勺
サ

ー

ー
ひ

が

求
め

ら

れ

る
｡

次
に『】

=
N

内

と

置
く
､

(

い
･

N

こ

の

両
辺
を
古

に

つ

い

て

対

数
微
分
す
る

と
､

吋

付

和

(

山
･

N

O

)

(

山
･

N

-

)

N

呵

知
リ

(

山
●

N

N

)



( 7 3 ) 研 究 ノ
ー

ト

を

得
る
｡

(

山
.

山
)

(

レ
●

N

O
)

(

山
･

N

N

)

よ

り

計
椅

は
㌣
.

払

㌔

-

1
ひ

と
い

う
Z

に

関
す
る

微
分
方
程
式
を

得
る
｡

(

山
.

N

い
)

よ

り

り
に

つ

い

て

の

次
の

解
が

求
め

ら

れ
る
｡

且
S-る

出
＋

軍
(

望

故
に

で
の

均
衡
値
は
､

且
門
叩
〕

で

あ

る
｡

(

い
.

N

占

は

今
や

次
の

様
に

表
わ

さ

れ

る
｡

･

曽
=

ミ
＋
(

曽
-

う
)

恥

･

号
h

た

だ

し

恥

は

り
の

初
期
値
で

あ

る
｡

q
､

､

=
q
書

と

置
く

と
､

(

山
一

N

8

よ

り
､

-

号
)

=

I

㌦
又
-

-

こ

が

成
立
す

る
｡

(

山
.

N
い

)

只

予
ト

∵
〈

這
ス

音

量
‖

ト

号
蕃
)

計

量
‖

ト

吾
ユ
h

(

音

事
前
的
代

替
可
能
性
を

示

す
生

産
関
数
に

は

(

い
･

占

(

山
.

N

ヰ
)

(

レ
.

N

い

)

(

山
.

N

8

(

い
.

N

O

四

ヨ

ハ

ン

セ

ン

･

モ

デ
ル

B

本
節
で

は

資
本
が

指
数
的
に

減
耗
し

て

行
く

場
合
を

考
察
す
る
｡

こ

の

よ

う
な

仮
定
の

も

と

で
は

次

式
が

成
立

す

る
｡

(

ヰ
●

-

)

(

阜
●

N

)

(

ヰ
,

い

)

と

同
様
の

も
の

を

採
用
す
る
｡

哩

=
ゝ
首
宅
包

ミ

(

今

上

次
に

粗
貯
蓄
は
､

粗
所
得
の
一

定
割
合
に

等
し
い

も
の

と

す
る
｡

果
汁

)

=
h
､

月
叶

)

(

阜
･

い
)

労
働
供
給
に

つ

い

て

は

(

レ
.

か

)

と

同
様
な

も
の

を

仮
定
す
る
｡

～

(

叶

)

=
㌻
恥

ミ

(

㌻

=
ト
○

(

芦

＋
む
)

)

(

千

旦

以

上
の

諸
式
に

知
り

つ

‖

吋

(

今

○

を

加
え

る
と
一

つ

の

体
系
が

構
成
さ

れ

る
｡

と
こ

ろ
で

(

デ
ー

)

(

デ
N

)

(

P
い

)

を
亡

に

関
し

て

微
分
す
る

と

次
式
を

得
る
｡

只
叶

)

=

叉
叶

)

-
む

只
外

)

如
(
叶

)

=

叉
叶

)

-
む

月
叶

)

ト
(
叶

)

=

六
叶

)

1

賢
(
外

)

(

千
早
)

(

干
ひ

)

(

干

e

(

干
∞

)

よ

り
､

吋
＋
む

呵

=

ヒ
㌔

芸
文

…
＋

ミ
ち
V

(

今

β

(

干

3

(

ヰ
.

-

○
)

只
叶

)

に

関
す
る

微
分
方
程
式

(

阜
.

〓
)

4 8 1
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が

求
め

ら

れ

る
｡

さ

て

こ

の

解
は
､

一

1

｢

｢

(

-

-
ひ
)

ゝ

言
ゎ

ふ

(

チ
】

N
)

で

与

え

ら
れ

る

か

ら
､

}

㌔
〔

帖
打

弱
〕

史
郎
)
h

が

ア

の

均
衡
値
と

な

る
｡

(

斗
.

-

い
)

次
に

(

千

古

を
f

に

つ

い

て

対
数
微
分
す

る

と

次
式
が

得
ら

れ

る
｡

む

ド
ミ
ひ

叫
＋
1

哩

(

デ

8

を
と

に

つ

い

て

微
分
し

(

心
･

∞

)

を

考
慮
す
る

と
､

か

=

音
-

賢

(

千
-

e

(

中
.

-

h

)

が

成
立

す
る
｡

(

P

占
(

阜
･

か
)

(

斗
･

∞
)

(

戸
-

占
(

阜
.

-

山

)

よ

り

千
人

S
＋

7
馬
首

=

≡
叶

㌔
恥
(

･ ｡

輔
)

㌻

増

(

:
か
)

と

い

う

y

に

関

す
る

微
分
方
程
式
を

求
め

る
こ

と
が

で

き
る
｡

(

ヰ

+

8

の

解
は

叶

仲

基
粥
N

代

納

鮒
)

訴
は
)

√
9

ほ

消
仔

檀
〕

か

(

ヰ

+

○

と

な
る
｡

故
に

y

の

均
衡
値
は
､

ー

p

Å
陥
M

拍
舶
+

吏
絹
)
ト

で

与
え

ら
れ

る
｡

(

ヰ

+
い

)

と

(

阜

+
00
)

よ

り

(

阜
-

-

8

4 8 月

ミ
【

S
＋
七

＋
(

-

-
ひ

)

む

勺
サ

ー

】
ひ

を

得
る
｡

こ

こ

で
吋
-

N
‖

】如り

と

定
義
し

ょ

う
｡

(

ヰ
･

N

O
)

を
と

に

つ

い

て

対

数

微
分
す
る

と
､

恥

吋

栂

(

ヰ

+

β

(

今
N

O

)

N

勺

如
リ

(

や
N

-

)

と

な
る
｡

(

ヰ
.

い

)

(

チ
∞
)

(

や
¢
)

(

†
-

β
(

干
N

O
)

(

戸
N

-

)

よ

り

.N
‖

§
＋
七

＋
(

-

1
ひ
)

屯

ー

】
ひ

N
l
切
､

N
陀

(

干
N
N

)

と

い

う
Z

に

関
す
る

微
分

方
程
式
が

得
ら

れ

る
｡

こ

の

(

デ
N

N

)

か

ら

り
に

つ

い

て

の

次
の

解
を

求
め

る

こ

と

が

で

き

る
｡

払
､

(
-

-
ひ

)

ー

1

9

(

干
N

い

)

か

く
て

り
の

均
衡
値
ほ
､
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具
-

1
甲

)

で

与
え

ら

れ

る
｡

(

阜
.

-

い

)

(

斗
.

N
い

)

よ

り
､

y

と
g

の

成
長
率
は

長
期
成
長
率

予
パ

帖

(

デ
N

古

故
に

労
働
が

年
当
り
1

%

成
長
す

る

と

仮
定
す
る

と
､

〃
の

最
大
値
は
6

%

(

り

が

0

%
の

と

き
)
､

最
小

値
は
､

0
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